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　The purpose of this study is to make apparent the “blind areas of social work practice education” 
caused by equating self-awareness with self-understanding. It also indicates the significance of the 
reflection of awareness by student apprentices. I considered two cases of social work practice education. 
In one case, I described the process from self-awareness to ethics conflicts and their resolution. In the 
other case, I described the process from self-awareness to methodology shared by stuffs and clients in 
facilities for disabled people. I emphasized the significance of a description of the methodology shared in 
practice, pointed out the need for accuracy of the description by urging the awareness of student 
apprentices, and demonstrated the awareness-centered method in social work practice education.
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着 さ せ た。 こ の 指 摘 は「 自 己 覚 知self-
awareness」を検討するうえで、極めて重要
である。覚知は、もともとは英語awareness
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注２ ）英辞郎on the web参照。
注３ ）必ずしも実習教育の中心に「自己覚知」
や「自己理解」を位置づける必要はない。
どのようなトピックスが実習教育の中心
になるかは、「どのような実習をしたか」、
「どのような学生か」など、実習条件に
よって異なるし、実習から学ぶべきこと
はほとんど無限に細分化できるので、貴
重な実習をする（した）のに、自己理解
に固執する強い理由は無いからだ。たと
えば『相談援助実習指導・現場実習教員
テキスト』18)などを参照のこと。しかし
ながら、現場実習に取り組んだことで自
己理解が促されるような場面に遭遇する
自己覚知再考のための予備的研究
35
ことは十分にありうる。したがって「現
場実習教育では「自己理解」をあえて取
り上げる必要はない」という主張も当然
できない。
注４ ）本論文の共著者間の関係について、簡
単に説明しておく。セカンドオーサーの
酒井とサードオーサーの嶋津は新潟青陵
大学の卒業生であり、酒井と嶋津の在学
時に行われた相談援助技術実習の指導教
員が筆頭執筆者の海老田であった。酒井
と嶋津は指導年次が異なっている。本論
文を筆頭執筆者の単著にして、報告書執
筆者（２名の共著者）たちには謝辞を述
べるにとどめることも考えたが、３名で
の協議の結果、各々の報告書の記述量も
多いことから共著論文とした。過去の筆
頭執筆者とのやりとりについても、お互
いの記憶を確認しながら記述している。
なお、酒井と嶋津の実習報告の原典は新
潟青陵大学実習指導室に納められている
実習報告書集であるが、学外からアクセ
スできるものではない。したがって公刊
物へのアクセスのしやすさを考慮し、酒
井の報告については『第13回ソーシャル
ワーク教育推進大会報告集』（2018）14)
に収められているもの、嶋津の報告につ
いては海老田（2014）15)から引用する。
注５ ）このような実習目的を復唱するだけの
報告には様々なバリエーションがある。
「利用者のニーズを把握した」「初めて
○○を知った」「信頼関係が大切である
と学んだ」「他職種との連携が重要だと
学んだ」などである。
注６ ）就労継続支援B型等の施設においては、
「努力」や「能力」をあえて工賃に反映
させないことの正当性を立論することも
可能である。健常者のいう「努力」や「能
力」こそが、障害者を障害者にする要因
になる（別な言い方をするならば、障害
者はその障害により「努力」をできなか
ったり、「能力」がないと見なされるこ
とがある）ため、健常者のいう「努力」
や「能力」を障害者就労支援の場に持ち
込むことが不適切であるとも言えるから
だ。この点については障害者就労支援の
根幹に関わる大切な論点であり、ここで
は紙幅の関係上これ以上は扱わない。
注７ ） 支援現場で共有されている方法論がわ
かれば、その施設ではどのような価値観
を大切にしているかなどもわかる。たと
えば利用者が「努力」できるようになる
ことや利用者の「能力」の向上こそが就
労支援において重要だという価値観が施
設で共有されていれば、工賃に「能力」
や「努力」を反映させることもあるだろ
う。逆に上記注６）のような立論をする
ならば、「能力」などとは関係なく工賃
を配分する方法を採用するだろう。支援
実践で共有される方法論を学ぶというこ
とは、単に仕組みや制度を学ぶことだけ
ではありえない。
